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企画づくりのすゝめ
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PROFILE
井上 裕介（いのうえ ゆうすけ）プロフィール
［役 職］株式会社サガン・ドリームス 営業本部 社会連携担当
［出 身］佐賀県鳥栖市
［生年月日］1976年5月29日
［プロフィール］

1999年 サガン鳥栖 下部組織担当
〈育成組織の立上げ、巡回サッカー開始〉

2003年 サガン鳥栖 広報担当
2006年 サガン鳥栖 ホームタウン担当

〈スクール12校拡大、障がい者スポーツ取組み〉
2011年 サガン鳥栖 運営担当

〈J1昇格、ロンドンオリンピック最終予選担当〉
2014年 ギラヴァンツ北九州 広報室、ホームタウンプロモーション部
2017年 ギラヴァンツ北九州 広報室 兼 運営本部

〈新スタジアム建設、日本代表戦広報担当〉
2019年 V・ファーレン長崎 タウン推進課

〈ホームタウンビジョン策定〉
2020年 V・ファーレン長崎 コミュニケーション戦略部、運営課

〈ホームタウン活動推進、スタジアムPJ〉
2021年 サガン鳥栖 ホームタウン推進本部 兼 事業統括本部
2022年 サガン鳥栖 営業本部 社会連携担当
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CLUB PROFILE

鳥栖市をホームタウンとするJ１クラブ
◼ Jリーグで最も小さな街のクラブ

鳥栖市人口：約72,000人
年間来場者：約25万人（2019年）

◼ J1昇格後、一度も降格なし

◼ J1連続在籍年数12年目

J1連続在籍年数
31年：鹿島、横浜M／23年：浦和／19年：川崎
15年：広島／12年：鳥栖、FC東京

全国に 「鳥栖」 という名前が知られる！

◼駅前不動産スタジアム（鳥栖スタジアム）

収容人数：2,4682人
世界のスタジアム49選に選出
駅チカスタジアム
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サガン鳥栖 J1での12年
Jリーグで最も小さな街のクラブがJ1で戦い続けて12年
2012シーズンから、一度も降格することなく国内トップカテゴリーに所属。ホームタウン鳥栖
市は人口7万人と小さな街のクラブでありながら、地域の皆さま、サポーターの皆さま、スポ
ンサーの皆さまに支えられ成長してまいりました。今後も、しっかり地域に根をはり地域に愛
されるクラブづくりを目指し、スポーツ文化の定着に向けてチャレンジを続けていきます。

31年：鹿島、横浜M ／23年：浦和 ／19年：川崎 ／15年：広島
12年：鳥栖、FC東京 ／10年：G大阪、神戸 ／7年：C大阪、札幌

06年：名古屋、湘南／4年：柏／3年：福岡／2年：京都／1年：新潟、横浜C

J1連続在籍年数

◆順位に関係なく平均入場者、入場料収入は上昇傾向（コロナ禍で一度減少）
 応援する、スポーツ観戦を楽しむ文化が定着、ようやく平均来場者数1万人超

J1昇格後順位 平均入場者数推移 入場料収入推移

CLUB PROFILE

11位

9,358
468
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◆佐賀県の東端に位置

◆東西8.2km、南北9.0km

◆面積71.72平方km

◆人口は 74,196人
・人口は増加中（県内3都市増加）

◆世帯数は 29,816世帯

◆昭和29年に鳥栖町、田代町、基里村、麓村
旭村が合併して発足

◆交通の要所として九州の東西南北をつなぐ
・ジャンクション
・JR分岐

◆立地
・空港…福岡20分、佐賀60分
・工場…久光製薬、ブリヂストン
・物流センター拠点
・事業所数…約3,000

地域特性／Regional Characteristics
HOME TOWN／佐賀県鳥栖市
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筑後川流域の自治体連携／筑後川流域クロスロード協議会

◆「筑後川流域クロスロード協議会」は、久留米市、鳥栖市、小郡市、基山町の３市１町で構成され、
このエリアが高速道路の九州自動車道と大分・長崎自動車道が交わるクロスポイントに位置するという利
便性を活かし、経済・行政・文化・スポーツなど広範な連携と交流を通して、県境を越えた地域の一体
的な発展を図ることを目的とした任意の協議会です。

HOME TOWN

設立時期 平成元年5月

構成団体
福岡県:久留米市、小郡市
佐賀県:鳥栖市、基山町

地域の人口
452,938人

(平成27年国勢調査)

地域の面積 369.34平方キロメートル

活動の内容

・経済、行政、文化、スポーツ交流のための調整
・各種イベントに対する協力体制
・地域情報の相互交流
・その他交流促進に関する必要な事業

駅前不動産
スタジアム
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鳥栖市のローカル放送エリア

鳥栖市は福岡局の放送エリア内に入るためメディア戦略の難しさがある
佐賀局は佐賀市より以西に強み⇔サガン鳥栖は佐賀県東部と筑後エリアに強み

HOME TOWN

放送局 所在地 系列

NHK福岡 福岡市 NHK

NHK佐賀 佐賀市

RKB毎日放送 福岡市 TBS

九州朝日放送 福岡市 テレビ朝日

テレビ西日本 福岡市 フジテレビ

サガテレビ 佐賀市 フジテレビ

福岡放送 福岡市 日本テレビ

TVQ九州放送 福岡市 テレビ東京
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佐賀・福岡エリアのJリーグID会員居住地（一部）

FAN ATTRIBUTE

JリーグIDで「サガン鳥栖」で登録でスタジアムからの距離別での登録者数
JR沿線を中心に広がりを見せる
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駅前不動産スタジアム（鳥栖スタジアム）

［設 立］1996年5月
［所 有］佐賀県鳥栖市
［管 理］佐賀県鳥栖市
［収 容］24,490人
［建設費］67億円
［特 徴］

〈デザイン〉
鳥栖市内の遺跡から出土した弥生
時代の銅剣がモチーフ

〈機能〉
サガン鳥栖のクラブ事務所同居
鳥栖市スポーツ振興課同居
国スポ事務所同居

［アクセス］
JR鳥栖駅から徒歩3分
JR博多駅まで特急20分

HOME STADIUM
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CLUB PROFILE

1997年2月「サガン鳥栖」誕生

◼チーム名の由来
長い年月をかけて砂粒が固まって砂岩「サガン」と
なり、ひとりひとりが小さな力を結集し立ち向かうこ
とを意味する
「佐賀の」という意味にも通じる

◼永久欠番「17」
背番号「17」は永久欠番でありサポーターナンバー
「17」が共通の哲学・共通言語
サガン鳥栖生みの親坂田道孝氏の命日1月7日
に由来

■サガン鳥栖の理念
人づくり まちづくり 夢づくり
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サガン鳥栖のクラブ理念

CLUB PROFILE
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ビジョンの共有

どんな活動で仲間づくりをするのか

◆市民クラブ化
・地域に根差したクラブづくり…「おらがクラブ」「おらがチーム」
・地域と一体化：ホームタウン鳥栖市・県内市町
・社会連携（シャレン）活動

◆持続可能な経営
・責任企業に頼らない
・地方クラブのモデルとして活動していく…永続していくクラブ

◆アカデミーの成長・発展
・トップチームへの昇格 → 中心選手 → 世界へ羽ばたく
・ブランディングとビジネスモデル
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サガン鳥栖の組織図と主な業務
クラブ組織

CLUB PROFILE

経営管理本部 総務担当 財務、経理、労務、人事、法務、営業管理、アカデミー
管理、サガンティーナ、後援会、チケット、資産リース管理

運営管理担当 試合運営、飲食売店管理

営業本部 法人営業担当 法人団体、協賛企業、代理店、季節商材、スマホ、自
販機

社会連携担当 連携協定関連、行政等受託事業、社会連携、県プロ
連携

広報・マーケティング本部 広報担当 情報管理・分析、情報発信、メディア対応、デジタルマー
ケティング

マーケティング担当 ブランディング、集客企画、DAZN、MD戦略、EC・ショッ
プ管理、新規事業立案推進

Sagan Relations 
Officer

リレーション担当 新規ファン層獲得、既存サポーターCS向上、組織MVV
発信

強化本部 強化担当 トップチームマネジメント、スカウト、選手スタッフ管理

普及育成本部 アカデミー担当 アカデミー育成強化、施設管理、キャリア教育

スクール担当 スクール運営、普及企画、マインド教育
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一緒にできると感じてもらう

社会連携活動項目
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地域でのサガン鳥栖の存在を広げる＝仲間づくり

社会連携の目的

「サッカーは自分とは関係ないもの」と思っている人はサガン鳥栖ファンより多く存在する。
「サガン鳥栖＝サッカー」から「サガン鳥栖＝地域の一員」という関係を構築する。

「地元」を応援する！ 「地元のなかま」だから応援する！

こんな状態から

サッカーだから関係ない

一方的なアピール

クラブのネットワーク

こんな状態へ

地域の一員だから関係ある

双方向の関係性

多種多彩なネットワーク

永続的な協力体制を構築しクラブの事業基盤強化にもつながる
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地域でのサガン鳥栖の役割を広げる＝仲間づくり

サガン鳥栖だからできる「つなげる」役割
サガン鳥栖が関わる方々は多岐に渡っている。1社では解決できないことがサガン鳥栖の
つながりで解決できることが多くある。だからサガン鳥栖の価値と責任がある。

永続的な「つながり」を構築することがクラブの事業・経営基盤の強化になる

行政

教育機関

企業

NPO等
非営利団体

自治会

商店街
組合

地域組織

サポーター

スポーツ
団体・協会

ボランティア
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クラブスポンサー

SPONSOR



ひとづくり 活動実績

○学校・教育連携 … 学校訪問や教育課題解決に関する活動
○キャリア教育・人材育成 … 講演会やインターンシップなど経験や体験を通じて学ぶ活動
○スポーツ交流 … スポーツを通じて人の成長や交流を生み出す活動
○地域コミュニティ活動 … あいさつ運動や地域イベントを通して人と人をつなぐ活動

ウィントスくんのあいさつ運動

主な活動内容

「ひとづくり」の活動では、笑顔を増やして地域に活力がうまれる活動に取り組んでいます。学校訪問やリスキ
ル・リカレントなどの人材育成、そしてスポーツを通した人の成長や交流づくりなど、人と人をつないでいきます。

学校行事への参加 さがん夢先生／ゲームの時間 合唱コンクール審査員

まちづくり協議会との交流イベントおしごと体験ワークショップ

さがん夢先生／選手トークの訪問

ランドセルカバー贈呈式
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エコバッグづくり

人づくり／子どもや地域との連携活動

余剰になったユニフォームを
活用して小学生とエコバッ
グづくり。作る責任と使う
責任を意識しながら、また
小学校の裁縫授業への
取り組みを楽しみながら実
施しました。

交通安全啓発活動・ランドセルカバー贈呈

2015年より交通安全対策の一環として、佐賀県内の小学
1年生全員へウィントスデザインのランドセルカバーを寄贈し、
交通安全啓発活動を行っています。※鳥栖三神地区は2013年

より鳥栖青年会議所と鳥栖三養基交通安全協会と開始

［連携先］ 佐賀県交通安全協会、佐賀県くらしの安全安心課

ウィントスや高橋義希SROが学校を訪問し、朝の登校時に
あいさつ運動に参加。また、朝の会等にも参加し、ふれあい
ながら子どもたちの活力や元気につながる取り組みを行って
います。佐賀県内全188校でのあいさつ運動達成！

鳥栖市立基里中学校
の合唱コンクールに、高
橋義希選手と島川俊郎
選手が審査員として参
加。表彰式のプレゼンタ
ーやピアノの弾き語りも披
露し、仲間と色々なこと
を乗り越えて取り組んだ
生徒とエールの交換も行
うことができました。

ウィントスくんのあいさつ運動 合唱コンクール審査員

https://www3.nhk.or.jp/lnews/saga/20220729/5080012280.html
https://youtu.be/ApfPXUcA3hw
https://www.saga-s.co.jp/articles/-/770861
https://www.youtube.com/watch?v=qExFGby_1rA
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さがん夢先生・サガン鳥栖の日

人づくり／子どもや地域との連携活動

小学校・中学校で夢について考える授業を行っています。
高橋義希SROや選手が訪問し子どもたちの成長を見守る
お手伝いを行っています。江北小学校では先生がユニフォー
ムを着用したり「サガン鳥栖デイ」を実施。

運動会

鳥栖市内の5つの小学校の運動会へ、ウィントスくんと高橋
義希SROが参加し、ラジオ体操や競技に参加したり、スター
ターや応援隊を務めて子どもたちを応援しました。

鳥栖市内8つのまちづくり推進センターの活動に参加し、ご
み拾い活動、スポーツ活動、レクレーション活動、小学校や
中学校でのイベントなどへ参加。興隆とともにまちづくり活動
を行いました。

まつり鳥栖へ2日間参加。ストリートサッカーで小さい子から
中学生までバトルサッカーを実施。元プロ選手と対戦出来
ることで子どもたちも観戦者も盛り上がりまつりを盛り上げた
。

まちづくり推進センター まつり鳥栖
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ホームタウン＆社会連携活動
ランドセルカバー贈呈式
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ホームタウン＆社会連携活動
ユニフォームでエコバッグづくり



まちづくり 活動実績

鹿島市×環境省との県境問題への取組み

ひきこもり家族会支援活動

国際交流協会とSagan World Cup開催災害支援活動

日本赤十字社との献血活動 ホームゲームでのフードドライブ活動

「まちづくり」活動では、地域課題を改善・解決に向けて地域や企業と連携して取り組んでいく活動になります。
環境、防災、震災復興、健康、福祉など障がいや環境の違いを生かしながら共生社会につないでいきます。

○環境活動 … 気候・資源・環境問題、リサイクル活動、環境課題解決に関する活動
○防災・震災復興活動 …震災復興支援、防災、災害対策などに関する活動
○健康・福祉活動 …健康づくり、献血、障がい者福祉、就労支援などに関する活動
○地域・社会共生活動 …子ども食堂、フードバンクなどの社会共生関連活動

主な活動内容

ユニフォームでエコバッグづくり

パラスポーツ体験会開催
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環境省×鹿島市×サガン鳥栖

まちづくり／魅力ある地域づくりへの連携活動

環境省の地域循環共生圏事業に取り組む鹿島市と市民
対話ワークショップを開催。地球温暖化の現状を踏まえ熱
中症ゼロに向けた環境アクションを考えた。今後、アイデアを
具現化していく予定。

JICA×国際交流協会×サガン鳥栖

JICA、佐賀県国際交流協会と佐賀県内の留学生や技能
実習生を集めて「Sagan World Cup」を開催。24か国
105名の参加があり、国際交流を行った。今後は地域交流、
つながりと見守りにつなげていく予定。

藤商事とブリヂストンと共同で、古紙回収からリサイクルを実
施し、古紙販売の売り上げをサガン鳥栖のアカデミーやスク
ールの育成活動につなげている。今後、ペットボトルなどもリ
サイクルし環境課題への取組みにつなげていく。

ホームゲーム時とファン感謝デーの際に、来場者参加型のフ
ードドライブを実施。フードバンク佐賀と連携した子ども食堂
活動へつなげていく。

リサイクルパートナー フードドライブ
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まちづくり／魅力ある地域づくりへの連携活動

ホームタウンである鳥栖警察署
と協力し、交通事故防止啓発
活動を今年も継続させていた
だいています。佐賀県内はもち
ろん、全国的に大きな事故が
起こった際、SNSを通じて啓
発を行い、少しでも事故防止
に意識が向くように心がけてい
ます。また佐賀南署の一日警
察署長として高橋義希SROが
活動しました。

警察署とともに事故防止啓発活動

災害ボランティア活動

現役時代から小児病棟や施設を訪問したり、難病支援を
行ってきました。国の難病指定を受けられない希少・難治性
疾患の患者さんの声を聴き、認知度向上に、RDD Japan
から任命を受け、RDDアンバサダー活動を行っております。

RDDアンバサダー就任

大雨災害ボランティア活動として、支援物資の提供、現地
ボランティア参加での復興支援活動、ホームゲームでの募金
活動を実施いたしました。

認知、年齢、性別に関わらず取り組めるパラスポーツ体験
会を開催することにより、多様性や共生社会を考えるきっか
けや心のバリアフリー醸成へ取り組みんでいます。

パラスポーツへの取り組み
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ホームタウン＆社会連携活動
ウィントスくんのあいさつ運動
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ホームタウン＆社会連携活動～まちづくり～

災害支援活動



ゆめづくり 活動実績

ポスター掲出ボランティア

医療ボランティアチームづくり

社会連携ブース出店

図書館連携

「ゆめづくり」活動は、スポーツや地域の活動を発信し、夢づくりや魅力づくりにつながる活動になります。
地域を応援していくことで、地元への来訪、人や社会、環境に配慮したエシカル消費行動につないでいきます。

○自治体・団体連携活動 … 自治体や各種団体との協定を通じた地域課題への協働
○魅力発見・発信活動 … 地域の魅力や特産品などのプロモーション等に関する活動
○ツーリズム活動 … ツーリズム企画など交流人口増加を生み出す活動
○さがん応援・地域創生 … サガンを応援しながら地域活性化や地域創生につながる活動

主な活動内容

児童養護施設ホームゲーム招待 ウクライナ避難者ホームゲーム招待

パブリックビューイング／佐賀空港特産品PR／鹿島酒蔵ツーリズム

地域の夏祭りでのイベント企画
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鳥栖市特命応援団長 任命

夢づくり／地域の魅力発見・発信活動

サガン・リレーションズ・オフィサー高橋義希 就任

地域、サポーター、スポンサー、サガン鳥栖に関わる全ての
人とクラブが一つになって、地域とクラブとの丁寧な関係性づ
くり、横のつながりづくり、社会連携協働活動などを担います

サガテレビ「かちかちワイド」月曜レギュラー出演 警察署とともに事故防止啓発活動

鳥栖市から「鳥栖市特命応援団長」に任命いただき、鳥栖
の観光、イベント、人などの情報発信や連携活動を行い、
鳥栖市を応援する形で活性化に取り組んでいます。

サガテレビの夕方情報番組「かちかちワイド」に毎週月曜日
コメンテーターとしてレギュラー出演中。サッカー情報のみなら
ず、ニュース、情報、地域ネタなど情報発信を行っています。

ホームタウンである鳥栖警察
署と協力し、交通事故防止
啓発活動を今年も継続させ
ていただいています。佐賀県
内はもちろん、全国的に大き
な事故が起こった際、SNSを
通じて啓発を行い、少しでも
事故防止に意識が向くように
心がけています。また佐賀南
署の一日警察署長として高
橋義希SROが活動しました。
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自治体との連携協定

ホームタウン&自治体連携

県内10市10町を全て訪問。各市町と共に様々な取り組みを実施し、佐賀県および
筑後地域に暮らす皆さまに多くの笑顔を届けられるよう活動をおこなっていく。
（写真：7月17日 江北町、大町町との連携協定締結セレモニー／11月10日 基山町連携協定セレモニー）



連携協定を締結している自治体・団体
自治体・団体名 協定名称 締結日

鳥栖市 【ホームタウン】 1997年2月4日(株)サガン鳥栖設立／1997年9月市議会にて決議採択

佐賀市 佐賀市・サガントス 交流宣言 2006年7月27日

唐津市 唐津市・サガントス総合交流宣言 2006年9月23日

嬉野市 嬉野市×サガン鳥栖 スポーツ交流宣言 2006年11月3日

小城市 小城市・サガントス交流宣言書 2008年7月6日

佐賀大学 佐賀大学×サガン鳥栖 連携協定 2011年12月8日

久留米市・小郡市・鳥栖市・基山町 筑後川流域クロスロード協議会（4市町）による 「サガン鳥栖応援宣言」 2012年8月9日

みやき町 みやき町・サガン鳥栖 みらい宣言 2016年10月3日

佐賀県・LIGHTz AI技術を活用した選手育成などを目的にした連携協定 2019年10月25日

大町町 大町町・サガン鳥栖絆宣言 2021年7月17日

江北町 江北町×サガン鳥栖スポーツ交流宣言 2021年7月17日

白石町 白石町×サガン鳥栖「スポーツ・健康増進のまち」協働宣言 2021年8月9日

武雄市 武雄市×サガン鳥栖スポーツ交流宣言 2021年8月26日

基山町 基山町・サガン鳥栖 交流宣言 2021年9月11日

玄海町 玄海町・サガン鳥栖交流宣言 2021年10月16日

有田町 有田町×サガン鳥栖交流宣言 2021年11月6日

多久市 多久市×サガン鳥栖 スポーツ交流宣言 2021年12月4日

伊万里市 伊万里市×サガン鳥栖 スポーツ交流宣言 2022年8月24日

鹿島市 鹿島市・サガン鳥栖 みらいづくり交流宣言 2023年2月18日

15

ホームタウン：鳥栖市
連携協定（自治体）：16自治体
連携協定（学  校）：佐賀大学 ／ 連携協定（事業連携）：佐賀県・LIGHTz ／ 応援宣言：鳥栖市、基山町、久留米市、小郡市
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ホームタウン＆社会連携活動
さがん夢先生
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ホームタウン＆社会連携活動
合唱コンクール審査員
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Jリーグ活動調査／2021
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Jリーグ活動調査／2022
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Jリーグ活動調査／2023（速報値）

215 18 34320

18
0
0
44
2
83
215

54
33
18
19
4
0
7

活動目的
構成（％）
※集計中

あり24案件
なし35案件 複数回ある案件を集計中

集計中
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9月30日（土）15時キックオフ『SAGANゼロカーボンチャレンジマッチ』開催決定！
エコでサスティナブルでエシカルな行動に楽しみながらチャレンジできるきっかけづくり

環境課題改善に向けて楽しみながらみんなで取組みチャレンジしていく

佐賀県産間伐材で紙コップ製作
とリサイクルで地域循環を目指す

環境省×Jリーグ＝連携協定
環境課題にサガン鳥栖も取り組んでいく

CO2排出減を呼び掛けていく

環境省×Jリーグ＝連携協定
環境課題にサガン鳥栖も取り組んでいく

CO2排出減を呼び掛けていく

≫事前からの呼びかけ＆当日の実践により行動変容を体験
事前：プロモーション番組（TV）
当日：イベント番組中継（ラジオ）

課題へのチャレンジ／環境
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広報に関する業務

SAGANゼロカーボンチャレンジマッチ

地球温暖化防止啓発PRとして、藤田直之選手、岩崎悠人選手、朴一圭選手の出演動画を作成しビ
ジョン等にて発信。ハーフタイムには地球温暖化防止PRとして「打ち水」を実施いたしました。また試合後
は決勝点をあげたファン・ソッコ選手へ「SAGACOLLECTIVEエシカル賞」の贈呈を行いました。

動画＝藤田選手エコバッグ利用、岩崎選手ラベルレス飲料購入、朴選手こまめな消灯の啓発を行い、15秒バージョンと
30秒バージョンの2パターンを3選手分制作
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ごみの低減につながる取組み

SAGANゼロカーボンチャレンジマッチ

①リユーザブルカップの制作（10,000個）②飲食販売店17店で飲料販売時にリ
ユーザブルカップでの提供を行いました。また食品ロス削減啓発活動も実施しました。

※キャプション
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歩きや公共交通機関を活用した来場促進

SAGANゼロカーボンチャレンジマッチ

歩きや公共交通機関の利用促進のため①公共交通機関利用来場者へノベルティ
プレゼント ②SAGATOCOを活用した謎解きミステリーチャレンジ を実施しました

交通政策課、さがMaaS事業実行委員会、健康福祉政策課と連携した参加型イベントを実施
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自動車の走行距離低減

SAGANゼロカーボンチャレンジマッチ

自動車の走行距離低減を目指し、①自治体の駐車場を借用しパーク&ライドの実
施 ②予約制駐車場の活用 などの取組みを実施いたしました。

SAGATOCOやmyrouteのアプリを活用し楽しみながら自動車走行距離低減（CO2排出量削減）につなげました

①パーク&ライド駐車場の提供
・神埼市役所…280台
・吉野ケ里町役場…157台
・江北町役場…50台
各庁舎に無料で利用できるパーク&ライド駐車場を用意

➁電車で！バスで！駅スタに行こうキャンペーン
鉄道やバスを利用して来場した方に前頁の缶バッジを
プレゼントいたしました。さらにハーフタイム抽選会では
公式試合球やサイン入りユニフォームが当たる抽選会実施
※SAGATOCOアプリのGPSチェックイン機能を利用しました

③鳥栖市内路線バス、ミニバス無料運行
バスの日に合わせた鳥栖市国道・交通対策課のイベントと連携し
鳥栖市内の3つの路線で無料運行されたバスを利用した来場
促進について連携して取り組みました。
※SAGATOCOアプリのGPSチェックイン機能を利用しました
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古紙回収でリサイクルプロジェクト（リサイクルパートナー）

【まちづくり】
リサイクル活動による

地域貢献・社会連携活動

・資源回収活動協力
・地域貢献、社会連携活動実施
・リサイクルパートナーPR活動
・アカデミー等の人財育成

・資源回収業務実施
・リサイクル業務
・地域貢献活動支援

・資源提供（古紙・段ボール）
1．事業所からの資源回収
2．ホームゲームでの回収
3．資源回収BOXの設置

42

自治体・団体・企業・サポーター

藤商事サガン鳥栖

☆リサイクルパートナーは
企業のCSR活動として
も活用いただける仕組
みになります

地域貢献活動で支援

資源リサイクルで協力

資源回収とリサイクル事業で
サガン鳥栖の活動支援

仲間づくり（パートナー拡大）
 Lスーパー、事業所、商店街組合
   工場など参加者を増やしていきたい

▲1kg＝1円の協力金をいただいている
※今後交渉できるか？

課題へのチャレンジ／環境・リサイクルパートナー
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課題へのチャレンジ／地域・社会共生活動
サガン鳥栖を活用することで解決につながったり、関わる方々の意欲、前進するチカラに
つながる取組みについて、できる可能性を一緒に探し出しながらチャレンジします

取組み項目 内容や目的 目指すイメージや効果

つなぐプロジェクト

発達障害児、身体障害者、ひきこもり
など、心身に特徴を持った方がホーム
ゲームのボランティアやアルバイトスタッフ
として活動し、次のステップへ進む活動
としていく。

障害がマイナスではなくひとりひとりの特
徴として当たり前に受け入れられていく
相互理解が深まる社会を目指す

多種多様な関係者をつなげることで自立の一歩につなげていきたい

次回：身体障害者施設との協力体制
連携：e-sportsを活用した高齢者施設やフィールド活動との連携
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課題へのチャレンジ／地域・社会共生活動
サガン鳥栖を活用することで解決につながったり、関わる方々の意欲、前進するチカラに
つながる取組みについて、できる可能性を一緒に探し出しながらチャレンジします

取組み項目 内容や目的 目指すイメージや効果

ソーシャル
フットボール

精神障害者フットサルの全国大会
（SAGA2024国スポ・障スポ）へ佐
賀県合同チームを結成し練習会を開
始。つながりや交流を広げていくことで
障害の壁を取り除く

2024国スポ・障スポを一過性のものと
せず、スポーツや体を動かすことが精神
障害や病気の改善につながるプログラ
ムをつくり、指導者登録制度を活用し
て簡単に施設や病院で取り入れられる

多種多様な関係者をつなげることでSAGANメゾットが自走的に広がっていくことで
誰もが自分の役割を持って参画できる世の中につなげたい
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スタジアムの安全安心な観戦環境づくりのために、医療体制の課題改善に取り組みます。
同時に関わってくださる方々の課題改善にもリンクするチーム作りを行います。

看護系学校や消防団と連携することで実習・人材確保へつなげていける

主な業務：来場者対応 ※選手対応以外の会場運営に関する医療チーム医療チーム組織図
エリア 担当 内容

全体管理
統括

佐賀医大救命救急センター ・運営本部との連携、救急消防隊との連携
・場内外の傷病案件把握（全体） ・報告書

医務室

スタジアム内・室内

リーダー：佐賀医大
ナース ：佐賀医大

・医師の手当てが必要な案件を
主に取り扱う

救護室

コンコース内テント

リーダー：
候補①西九州大学看護学部
候補②病院関係
候補③看護系専門学校

スタッフ：
ボランティア学生（4名）
先生（補助）
・登録制

・ファーストエイド（応急手当）
・救護テント内で対応
・統括への情報提供
・統括到着前のフォロー

AED隊

スタンド・コンコース等

リーダー：
候補①消防団
候補②救命救急サークル
候補③赤十字社

スタッフ：
ボランティアなど（6名～8名）
・当番制

・スタンド観戦時にAEDを所持
・スタンドでの応急対応
・スタジアム内に分散
・統括との情報交換

※エリアや担当別でネーミングをつける
Lネームで役割がわかる
L呼びやすいネーム

課題へのチャレンジ／安全安心なスタジアム
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地域でのサガン鳥栖の存在を広げる＝仲間づくり

サガン鳥栖は地域のなかま

「サッカーは自分とは関係ないもの」と思っている人はサガン鳥栖ファンより多く存在する。
「サガン鳥栖＝サッカー」から「サガン鳥栖＝地域の一員」という関係を構築する。

「地元」を応援する！ 「地元のなかま」だから応援する！

こんな状態から

サッカーだから関係ない

一方的なアピール

クラブのネットワーク

こんな状態へ

地域の一員だから関係ある

双方向の関係性

多種多彩なネットワーク

永続的な協力体制を構築しクラブの事業基盤強化にもつながるサッカーは自分と関係ないという無関心層はずっと多くいる
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ともに情熱を持ち 挑戦し続け 一貫した姿勢を分かち合う

だからサガン鳥栖は応援してもらう意味をつくる

サガン鳥栖が地域の人をリスペクトし、ともに困難さに挑戦し、情熱を持ち、諦めない努
力をし、一緒に歩み続けることがクラブが地域のなかまとして存在する意義になっていく

勝敗を超えた価値ある存在へ！

選手・スタッフ
の姿勢で

こんな状態へ

たとえ負けても心に残る

走り続ける姿勢に励まされる

自分の人生に不可欠なもの

その人の生活の中で「非日常」だったものが「日常」となっていく地域課題は日常課題＝社会連携＝地域とのパートナーシップ
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appendix
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「サガン鳥栖」JリーグID登録者データ（一部）

FAN ATTRIBUTE

JリーグID「サガン鳥栖」登録のうち
1位：佐賀県（36.4％）2位：福岡県（25.6％）
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こんなこともサガン鳥栖とともに

FUTURE／クラブが目指す将来像

https://twitter.com/saganofficial17/status/1455392595840946176?s=20
https://twitter.com/saganofficial17/status/1454994002399297540?s=20
../../【PHOTO／MOVIE】/20211029［基里中合唱コンクール］/657178951.761983.mp4
../../【PHOTO／MOVIE】/ウィントス軽トラ.mp4


取組み：ウォーキングアプリの活用

52

佐賀県ウォーキングアプリ「SAGATOCO」を活用しJR利用と徒歩来場の特典を増やす
歩けば歩くほどポイントがたまり、サポートショップからの特典も得られるアプリの活用

交通・徒歩・サポートショップ、アプリの活用でJR利用・徒歩来場を楽しむ



取組み：サポートショップ

53

ファン・サポーター、ビジターサポーターなどが会員証や半券を提示することで、加盟店舗か
らの特典を受けられるお店。試合日以外でも街なかを盛り上げてくれるサポーターショップ

各店舗(サポートショップ)ができるサービスを協力いただくことで街全体がサポート

登録店舗におこなっていただきたいこと

①サービスの提供
ドリンク1杯サービス、しおりプレゼント、おかず1品無料、時間延長、
無料貸し出し などなど、会員証、半券、アプリ画面を提示した方へ
のサービスを提供

②サガン鳥栖の応援
ホームゲーム時はユニフォーム着用、のぼり、フラッグの掲出、パブリッ
クビューイングなどで応援をして街をもりあげていただく

登録店舗になるには…
・サガン鳥栖へ登録（無料、有料などの形式検討）



取組み：公共交通機関利用促進

54

ルート上にあるお店や施設などのおすすめスポットへ寄り道しながら、予約した駐車場への
到着時間に合わせた自分ルート（my route）で楽しみながら来場する

駐車場と街なかイベントとホームゲーム、３つをつなぎ、街なかへの動線をつくる



取組み：予約制駐車場拡充

55

企業から民間地まで試合日だけ駐車場として活用することができるのでスタジアム周辺で
も民間駐車場が登場。事前予約ができるので来場時の混雑緩和にも役にたちます。

駐車場と街なかイベントとホームゲーム、３つをつなぎ、街なかへの動線をつくる

［オーナー例］
・商工団地内企業
・商店街内銀行等
・病院などの民間施設
※蔵出しめんたい本舗で既に導入実績あり
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